








創立者と建学の精神

創立者 廣田 精一

略歴： （明4～昭6)廣島縣福山市に出生。
明治29年東京帝國大學工科大學卒業，高田商會入社，在職のまま

獨逸シーメンス・ハルスケ電氣會社入社，のち欧米諸國を視察し
て帰園。

明治40年扇本慎吉と共に私立電機學校創立。大正5年組織を財圃
法人に改め，総務理事に就任。大正10年，神戸高等工業學校の創
立に際し校長（勅任官）を拝命，同校発展の基礎を築いた。

創立者 扇本 浜吉
略歴： （明8～昭17)岐阜縣高山町に出生。
明治35年東京帝國大學工科大學卒業。獨逸シー メンス ・ ハル

スケ電氣會社，深川電燈株式會社，江ノ島電氣鐵道株式會社
等に奉職。

明治40年廣田精ーと共に私立電機學校創立。初代校長とし
て盤力。大正5年組織を財圃法人に改め，財務理事に就任，専
心その任に常たる。

創立趣意書
本校の精神とは何か。

結局世のため電機界のため，中流の電機技術者を養成し，工業教育の普及を計り，
着賓な足取りで，後世科學の縛本山たらんとする本校の目的を，

最も有効に達成しなければやまぬといふ精神である。
本校が初めから徒らに高きを望まなかったことは，

創立者の肺腑から出た本校の設立趣意書によって，十分に窺ひ知ることができる。
（昭和8.「電機學校二十五年史」より抜粋）

學校同士仲よく敷地校舎の受渡し 大正15.7.8
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中央大學跡譲受 翌15年1月 11 日正式に公正契
約を締結した。昭和2年4月 8 日に二丁目の校舎
に移轄し，新學期から全部の授業を開始した。
同時に新居を第 一 校舎，錦町三丁目の方を第
二校舎と呼ぶことにした。

本校の登展史上，このときの移韓は可なり
目ぽしい里程標であったに違ひない。これよ
り先き，大正15年7月 8 日雨方の幹部がー タ帝
圏ホテルで歓談した。珍らしく本校の幹部，
創立者，在京協議員の顔が揃ったからである。
（電機学校二十五年史）

出席した本学関係者は，前列左端より創立
者廣田精 一，協議員山川義太郎，協議員浅野
應輔，後列左より2人目監事佐久間正太郎，理
事岩本雄蔵，理事服部碩彦，創立者扇本慎吉，
理事校長加藤静夫，一 人置いて協議員立原任
の9名であった。
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八十翁工ヂソンと語る

巨人眼前に立つ ドアを排してメドウ君が見えた。握手一番メドウ君曰く「エ

ヂソンに遇いたいのだろう，今日はよい時に来た，エヂソンさん頗る御機嫌が
好い。すぐ取次がう』と言はれるのである。僕の言はんとする所を全部先方が
言はれたのである。エヂソンの書齋へ来たまへと言ってドシドシ案内された。
書齋で待つこと僅か1分時，巨人工ヂソン今正に肥尺の前に立てり。大きな手
を差し伸べて握手せらる。ああ，今僕は確かに世界の電氣王と握手したのであ
る。
流石の廣田言ふ所を知らず 自分の生涯で此感じをしたのは，畏多くも天皇陛
下に摯獨拝謁を仰付けられた瞬時とエヂソン翁に御目にかヽった時と唯2回の
みである。エヂソンは米人特有のビジネスライキに無雑作に，直ちにペンを取
りて翁の駕演の上に「廣田精ー氏に贈る， ト ー マス ・エ ー ・ エヂソン』と謹厳
其物の態度で1字々々町嘴に書き畢って瞳を僕に向けられた。悲哉僕は胸 一杯
で何を語るべきか，言ふ所を知らなかった。
5分時にして翁と別る エヂソンの多忙は百も承知。長居は無用と重ねて握手
して御別れした。後でラヂオの将来，就中電氣自動車即ち自分が半生の目的た
る電氣自動車の将束は是非尋ねて見たかった。フォ ードは内燃機の将来と電氣
の開係を工ヂソンに賄き今日の富をなした。自分がなぜあの時に此問を登しな
かったかと思ったが，もう時既に遅しであった。
〔4. 10. 9〕（昭和4年10月21日 電氣新報 第949眺）

創立40周年記念式典に際して 昭22.11.24
創立者遺族の廣田扇本両家に対し感謝状贈呈

廣田 貞雄
学園創立90周年に想う

扇本 幹子

私は製薬企業から薬学部教授へと，祖父廣田精ーとは全 
く違った道を歩んできたつもりでいたが，本年4月から 
思いがけず，本学工学部物質工学科に非常勤講師として 
迎えていただいた。創立以来90年間にそれだけ本学は 
科学技術全域に活動を広げたわけである。歴代関係者の 
ご苦労に深い敬意を禁じ得ない。朝，本館入り口で扇本 
員吉先生と祖父の胸像を眺め，午後再び立ち止まること 
を何回か繰り返して，面白いことに気づいた。扇本先生 
は常に変わらず穏やかなお顔でおられるが，祖父の朝の 
表l胄は厳しく，午後は優しいのである。

創立90周年を迎えられましたことを心からお慶び申し 
上げます。90年という歳月を思うに，まだ近代日本の 
創世期という時代の先人たちの志の高さ，開拓精神，先 
見性などにあらためて感動を憶える次第です。私事です 
が，12歳の時祖父が亡くなり，長命であった祖母は祖
父を忍びながら，『電機学校』と呼ばれていた創立当時 
の苦労話を語ってくれた事を思い出します。皆様には今 
後とも科学を見つめる厳しい目と，文化を創造する深い 
心で人々の幸せの為に貢献されることを切にお願い申し 
あげます。東京電機大学の発展を心からお祈り申しあげ 
ます。
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